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共育のすすめ
校長 鶴田 和仁

大型連休が終わり，子どもたちも普段の生活リズムを取り戻してまいりました。ご多
用の中，家庭訪問にご理解，ご協力いただきまして本当にありがとうございました。時
間も限られていて，なかなか十分な話し合いは難しかったと思いますが，これを機会に
担任とよりよい関係を作っていただければと考えています。何か心配事がありましたら，
どうぞ担任または学校にご連絡ください。一緒に考えながら，よりよい解決に向け共に
努力していきましょう。
さて学校では，子どもたちに未来を「生きる」力を身に

付けさせるために日々の教育活動を進めています。 哲学者，
教育者である森信三（もり・しんぞう）先生は，「しつけ」
の三大原則として，次の三つを上げています。①朝のあい
さつをする子 ②「はい」とはっきり返事できる子 ③席
を立ったら必ず椅子を入れ，履物を脱いだら必ずそろえる
子
この三つが「人間の生き方」の最根底ををなす基盤であ

り，①前向き ②呼応 ③自立の三大原理を日常的に表現
したものです。まさしく，「生きる力」の基盤であると言え
ましょう。
お子様は，この三大原則が身に付いていますでしょうか。なかなか，難しいのが現実

です。「ふさいだコップに水を注いでも周囲を汚すだけ。まずコップを上向けにする工
夫が大切。」と森信三先生は，言われています。また，「少しでも開いた心に転じるには，
親から，先にあいさつを明るく確実にしてあげることです。すぐによい効果を期待しな
いで，根気よく先にあいさつを続けてあげることです。」とも言われています。
大切なことは，「共に育ちましょう。」（共育）という姿勢であると思います。学校で

も，教職員全員で，共育に取り組んでまいります。家庭でも，親子で「共に育つ」意識
で「しつけ」の三大原則を小学校のうちに身に付けさせたいものです。

【学校教育目標】

次代（2040年代）を担う心豊かで確かな学力を備え、たくましい古仁屋の子どもを育てる。

６月行事予定 ７月行事予定
１日（木）読書の日 ４日（火）水泳学習参観・学級PTA（5,6年）
２日（金）～８日(木）歯と口の健康週間 ５日（水）水泳学習参観・学級PTA（3,4年）
７日（水）～８日（木）宿泊学習（５年） ６日（木）水泳学習参観・学級PTA（1,2年）
９日（金）５年休養措置日 読書の日

１１日（日）ＰＴＡ施設部奉仕作業 １１日（火）スクールカウンセラー来校
１３日（火）嘉鉄ウィーク（～16日） ２０日（木）第１学期終業式
１６日（金）防犯訓練（不審者対応） ２４日（月）～２８日（金）教育相談週間
１８日（日）町ＰＴＡバレーボール大会 水泳教室(予定)
２８日（水）クラブ活動 ※感染症拡大、天候等により変更になることも

あります。あらかじめ御了承ください。



令和５年５月３０日（火）発行

6月生活目標「室内での過ごし方を工夫しよう」

6月保健目標「歯を大切にしよう」

児童の安全を守るために
５月 日に地震・津波を想定した避難訓練を行いました。揺れが収まった後，垂直避難で古

仁屋中学校の校庭に迅速に避難することができました。また，５月２８日には大雨や不審者対
応などで想定される児童の引き渡し訓練を行いました。今回は全保護者に同時に引き渡すた
め，校庭の自動車を安全に誘導するために学年ごとに時間差をつけて引き渡しを行いました。

【古仁屋中へ避難中】 【古仁屋中校庭の様子】 【家族単位の引き渡し】

【お願い】以前からお願いしておりますが，学校周辺の道路に停車して子どもさんを下ろすこと
はご遠慮ください。登校時は児童も大勢横断しております。古仁屋小全体の児童の安全を守る
ために，どうぞご理解いただき，ご協力くださいますようお願いいたします。

パンの木の皆さん，ありがとうございます 家庭教育学級開級式開催！

朝読書の時間にパン ５月２８日に家庭教育学級開級式が行われ
の木の皆さんによる読 ました。開催に当たっては，油井小中学校長の
み聞かせ活動が行われ 川畑真英先生にご講
ました。お忙しい時間に 演いただきました。こ
ご協力いただき，ありが れから家庭教育につ
とうございます。 いてよい学びの場に

していただきたいと思
あいさつ・言葉遣いを考える います。

５月25日に児童総会を行い
ました。議題は「あいさつをよく 桜の苗をいただきました

する」「悪口を言わない」の２点 校門横に植えてあった桜の木が
でした。以前から，委員会活動 枯れていたことに気付いた校区の
や学級独自の活動として朝のあ 方から，新たに
いさつ運動が行われています。 桜 の苗木を御
しかし，自分から進んであいさ 提供いただきま
つできなかったり，声が届かな した。季節を感
かったりすることについて，児童 じる花を児童に
自身から問題提起がありまし 見せたいという
た。悪口についても，児童に問 願 いが 込 め ら
題意識があったようです。総会 れています 。ど
では積極的に多数の意見が出 うもあ りがと う

されました。今後は各自の「本気度」「自分事への意 ございました。
識」が試されます。ご家庭でも子どもさんとともに，あい
さつと言葉遣いについて話し合ってみていただきたいと
思います。


